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端午の節句
長崎歴史文化博物館では、端午の節句に関する展示を行っています。

ぜひご取材・情報掲載のほど宜しくお願いいたします。

町屋 「端午の節句」

●肥塚家 武者飾

江戸時代の終わりごろ、鎧櫃の上に鎧飾りを乗せ

て飾ることが定着します。現代では小さな飾りが増

えましたが、当時は大型の武者飾りが用いられて

いました。鎧櫃は鎧飾りを収納し保管するための

もので、通常各家の家紋が入れられました。

肥塚家は酒造家で、本家は大坂の堺ですが、幕

末期には廻船業兼酒造家として長崎に進出し、滑

石に肥塚酒造の工場を設けるまでになりました。

江戸時代の長崎の商家を復元した町屋では、端午の

節句にちなんだ伝統料理などを再現展示しています。

長崎では、５月１日、前年に男の子が生まれた家では、

男子の初節句を祝って立てる新しい幟（のぼり）を立

てました。幟は木綿か布でつくり、家紋や鶴亀・松竹

梅・神様である鍾馗（しょうき）などを染め出したものに、

猿や小鈴などの飾りをさげ、一対の幟台（のぼりだい）

に取りつけます。そのほかにも纏（まとい）や槍・刀な

どの模型も合わせて飾りました。５月５日には長崎奉

行所では役人に赤飯や煮しめをふるまいました。また

長崎の商家では早朝から諏訪神社などへ参拝し、そ

の後知人の家々を回り挨拶を行いました。
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期 間：2023年4月18日（火）～6月18日（日）
時 間：8:30～19:00（最終入館18:30）
会 場：常設展示室（歴史文化展示ゾーン）
観覧料：常設展観覧料でご覧いただけます（大人630円、小中高校生310円 ※長崎県内の小中学生は無料）
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《端午の節句によく食べられた料理》

●菖蒲酒…菖蒲を徳利や銚子に入れて、酒に浸したもの。菖蒲独特の香りが爽やか。

●味噌汁…豆腐・竹輪・蕗の味噌汁。味噌は麦味噌を用いる。

●なます…わかめと新大根を刻み、酢であえて、茗荷を添えたもの。

●蕗と干しふぐの煮物…「干し鱈」を用いますが、鱈は「足らない」につながるため、ふぐ（＝福）と呼びます。海に近い長

崎で干し鱈を使うのは、おそらく京風料理の影響です。味付けはカツオだしに白・麦の合わせ味噌。結び昆布、焼き豆

腐、竹の子を添えて。

●あずきご飯…物相で松の葉をかたどったもの。

●かから餅…上新粉生地のあんこ餅を、柏のかわりに、かから（サルトリイバラ）の葉で巻き、蒸したもの。

●唐灰汁ちまき…唐灰汁（かん水の別名）に一晩ひたしたもち米を、さらし木綿の袋に入れて煮上げ、切り分けて砂糖

やきな粉をまぶしたもの。

伝統料理「端午の節句」

長崎式こいのぼり

じょうしんこきじ

しょうぶしゅ

みょうが

ふき

もっそう

とうあく

江戸時代の絵画にも描かれている、長崎式のこい
のぼりを飾っています。長崎のこいのぼりは、支柱
に笹の旗竿を斜めにしてこれに鯉をさげる形式で
す。また、唐（中国）の玄宗皇帝の夢に現れ、皇帝
を苦しめる鬼を退治したと伝えられる鍾馗の図が
附属するのも特徴です。現在掲げているこいのぼ
りは、シーボルト著『日本』に所収される「菖蒲の節
句」を参考に復元しています。

日 時： 2023年4月18日（火）～5月7日（日）
8:30～19:00

場 所： イベント広場
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